
市
民
の
暮
ら
し
最
優
先
の

予
算
を
編
成
し
ま
し
た

　

予
算
の
基
本
方
針
で
あ
る
「
伊

勢
崎
を
も
っ
と
元
気
に
、
も
っ
と

豊
か
に
、
も
っ
と
安
全
に
」
を
実

現
す
る
た
め
、
次
の
五
つ
の
重
点

政
策
を
掲
げ
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

①
地
域
経
済
の
活
性
化

②
福
祉
・
地
域
医
療
の
充
実

③
安
心
、
安
全
な
ま
ち
に

④
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
振
興

⑤
行
財
政
改
革
の
推
進

　

本
市
で
は
市
税
収
入
の
伸
び
を

見
込
ん
で
い
る
も
の
の
、
少
子
高

齢
化
な
ど
に
よ
る
社
会
保
障
経
費

は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
厳
し
い

財
政
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

歳
出
全
般
に
わ
た
る
経
費
の
削

減
を
進
め
る
と
と
も
に
、
市
民
の

暮
ら
し
最
優
先
の
思
い
や
り
行
政

を
基
本
に
市
民
と
の
対
話
と
協
調

に
よ
る
市
政
運
営
を
実
行
し
、
今

後
も
全
市
域
の
均
衡
あ
る
発
展
の

た
め
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た

様
々
な
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

平
成
23
年
度

一
般
会
計
当
初
予
算
６
７
７
億
円

～
前
年
度
比
プ
ラ
ス
３
％
～

伊
勢
崎
を　

も
っ
と
元
気
に
！ 

も
っ
と
豊
か
に
！ 

も
っ
と
安
全
に
！

　

本
年
度
の
各
会
計
予
算
が
、
第
１
回
市
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
一
般
会
計
の
当
初
予
算
額
は
、
６
７
７
億
円
で
す
。
前
年
度
と

比
較
す
る
と
、
３
％
の
増
加
で
積
極
型
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
視
点
に
立
っ
た
「
市
民
の
暮
ら
し
最
優
先
の
思
い
や
り
行

政
」
を
推
進
す
る
た
め
、
効
果
的
・
効
率
的
な
行
政
運
営
と
市
民
生
活

に
直
結
し
た
事
業
に
対
し
、
重
点
的
に
予
算
を
配
分
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
予
算
の
配
分
と
主
な
事
業
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

※
詳
し
い
資
料
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

※
金
額
は
端
数
処
理
し
、
「
万
円
」
単
位
で
表
記
し
て
い
ま
す

問
い
合
わ
せ　

財
政
課
（
☎
（27）
２
７
１
２
）

特別会計・公営企業会計 市債残高の状況
予算額　793億2536万円

特別会計　577億9420万円
公営企業会計　215億3116万円

特別会計
事　業　名 予　算　額

小型自動車競走事業費 183 億 4268 万円
学校給食センター事業費 17 億 6396 万円
国民健康保険 206 億 4404 万円
後期高齢者医療 16 億 3053 万円
介護保険 117 億 3888 万円
下水道事業費 30 億 6723 万円
農業集落排水事業費 5 億 8031 万円
特定地域生活排水処理事業費 2659 万円

公営企業会計
事　業　名 予　算　額

水道事業 58 億 4795 万円
病院事業 153 億 6463 万円
介護老人保健施設事業 2 億 5300 万円
訪問看護事業 6558 万円

※各会計の予算額は「万円」単位で端数調整されているた
め予算額計と一致しません

　計画的な市債の発行により、財政の健全化を
図り、将来の負担軽減に努めていきます。

（単位：億円）

事　業　名 22年度末
　見込み

23年度末
　見込み 増減額

一　般　会　計 644.2 653.3 9.1

特別
会計

介護保険 0.1 0.1 0.0
下水道事業費 197.9 193.6 △ 4.3
農業集落排水事業費 51.1 48.5 △ 2.6
特定地域生活
排水処理事業費 0.1 0.2 0.1

公営
企業
会計

水道事業 149.3 148.0 △ 1.3

病院事業 140.7 140.0 △ 0.7
合　　　計 1183.4 1183.7 0.3

※「平成23年度末見込み」額は、当初予算作成時点の残高です

　平成23年度末の市債残高（元金）見込みは、平成22年度
末見込みと比較すると、約3000万円増加する見込みとなり
ました。
　各会計とも市債残高の減額に向けて事業運営をしており
ますが、一般会計においては、小・中学校の教育施設整備など
により増加しています。また、特定地域生活排水処理事業は、
平成22年度から境東新井地区の事業進捗によるものです。 

一般会計当初予算の内訳

平成 23 年度　一般会計当初予算

歳入歳出

市　税
272億1万円
（40.2%）

国庫支出金
91億9155万円
（13.6%）

　市　債
72億1750万円
（10.7%）

地方交付税
60億円
（8.9%）

県支出金
52億6040万円
（7.8%）

その他
11億8196万円
（1.7%）

地方譲与税
7億1000万円（1.0%）

使用料及び手数料
10億7684万円（1.6%）

地方消費税交付金
16億円
（2.4%）

分担金及び負担金
17億3004万円
（2.5%）
諸収入
26億6363万円
（3.9%）
繰入金
38億6807万円
（5.7%）

その他
1億5020万円
（0.2%）

議会費
5億7261万円（0.8%）

労働費
7億6357万円（1.1%）

農林水産業費
12億6664万円
（1.9%）

商工費
22億5081万円
（3.3%）

教育費
81億9402万円
（12.1%）

消防費
23億8331万円
（3.5%）
衛生費
50億7180万円
（7.5%）

総務費
68億1955万円
（10.1%）

公債費
74億2724万円
（11.0%）

土木費
79億7662万円
（11.8%）

民生費
248億2363万円
（36.7%）

歳入歳出

市　税
272億1万円
（40.2%）

国庫支出金
91億9155万円
（13.6%）

　市　債
72億1750万円
（10.7%）

地方交付税
60億円
（8.9%）

県支出金
52億6040万円
（7.8%）

その他
11億8196万円
（1.7%）

地方譲与税
7億1000万円（1.0%）

使用料及び手数料
10億7684万円（1.6%）

地方消費税交付金
16億円
（2.4%）

分担金及び負担金
17億3004万円
（2.5%）
諸収入
26億6363万円
（3.9%）
繰入金
38億6807万円
（5.7%）

その他
1億5020万円
（0.2%）

議会費
5億7261万円（0.8%）

労働費
7億6357万円（1.1%）

農林水産業費
12億6664万円
（1.9%）

商工費
22億5081万円
（3.3%）

教育費
81億9402万円
（12.1%）

消防費
23億8331万円
（3.5%）
衛生費
50億7180万円
（7.5%）

総務費
68億1955万円
（10.1%）

公債費
74億2724万円
（11.0%）

土木費
79億7662万円
（11.8%）

民生費
248億2363万円
（36.7%）

用語の解説（歳入）
−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−
市税　市民税や固定資産税など、皆さんが納める

税金
国庫支出金　市が特定の事業をするときに、国が

負担する補助金や負担金など
市債　国や銀行などからの借入金
地方交付税　国税（所得税・法人税・消費税など）

の一部から、市の財政状況に応じて交付さ
れるお金

県支出金　市が特定の事業をするときに、県が負
担する補助金や負担金など

繰入金　特別会計や基金などからの収入金
諸収入　預金利子・貸付金の元利収入など
分担金および負担金　受益者が経費の一部を負担

するお金（保育所の保育料など）
地方消費税交付金　消費税として納められた５％

のうちの１％の中から、一定の基準で交付
されるお金

使用料および手数料　公共施設の使用料や戸籍・
住民票などを交付するときの手数料

地方譲与税　地方揮発油譲与税・自動車重量譲与
税など

その他　自動車取得税交付金・地方特例交付金・
配当割交付金など

用語の解説（歳出）
−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−
民生費　児童・高齢者・体の不自由な人・生活に困っ

ている人を援助するための経費
教育費　学校教育・社会教育などに使われる経費
土木費　道路・公園・市営住宅などをつくったり、

区画整理を行ったりするための経費
公債費　道路・学校などをつくるために借りたお

金を返済するための経費
総務費　税金の徴収・戸籍・選挙事務など、市役

所の全般的な仕事に使われる経費
衛生費　皆さんの健康を守ったり、ごみ・し尿を

処理したりするための経費
消防費　消防・救急業務などに使われる経費
商工費　商業・工業・観光などを盛んにするため

の経費
農林水産業費　農道や水路の整備など、農業を盛

んにするための経費
労働費　勤労者のために使われる経費
議会費　議員の報酬をはじめ、議会関係に使われ

る経費
その他　災害復旧費・予備費
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1
地
域
経
済
の
活
性
化

商
工
業
な
ど
の
産
業
振
興

群
馬
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
（
群
馬
Ｄ
Ｃ
）
関
連
事

業
＝
６
４
１
万
円

新
群
馬
Ｄ
Ｃ
開
催
に
あ
わ
せ
て

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（
ま
っ
ぷ
る
伊

勢
崎
）
の
発
行
な
ど

観
光
事
業
＝
１
億
３
０
６
万
円

新
い
せ
さ
き
花
火
大
会
へ
の
補

助
（
２
０
０
０
万
円
）

拡
い
せ
さ
き
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
事
業
へ
の
補
助
（
１
０
０
万

円
）

（
仮
称
）
宮
郷
工
業
団
地
周
辺
整

備
事
業
＝
５
８
２
５
万
円

新
宮
郷
地
区
に
工
業
団
地
を
造

成
す
る
た
め
の
周
辺
整
備
に
着

手
（
市
道
・
排
水
路
等
の
詳
細

設
計
お
よ
び
用
地
測
量
）

金
融
対
策
事
業
＝
17
億
９
２
３
１

万
円拡

中
小
企
業
活
性
化
資
金
融

資
預
託
金
（
運
転
資
金
の
融
資

限
度
額
を
１
５
０
０
万
円
へ
拡

充
）

商
業
振
興
対
策
事
業
＝
７
５
１
６

万
円新

買
物
弱
者
対
策
お
よ
び
商
業

活
性
化
対
策
と
し
て
朝
市
な
ど

を
開
催
（
２
９
２
万
円
）

市
街
地
活
性
化
補
助
交
通
運
行
事

業
＝
６
１
２
万
円

新
華
蔵
寺
公
園
と
伊
勢
崎
駅
を

結
ぶ
ベ
ロ
タ
ク
シ
ー
（
自
転
車

タ
ク
シ
ー
）
の
運
行

オ
ー
ト
レ
ー
ス
事
業（
特
別
会
計
）

新
重
勝
式
を
導
入
し
、
積
極
的

な
収
益
の
向
上
を
図
る

雇
用
対
策

地
域
ふ
く
し
館
管
理
運
営
事
業
＝

６
１
２
万
円

新
障
害
者
の
雇
用
お
よ
び
就
労

の
支
援
（
１
６
４
万
円
）

緊
急
雇
用
創
出
事
業
＝
４
億
６
４

６
１
万
円

30
事
業
で
新
た
に
４
０
３
人
を

雇
用

雇
用
対
策
事
業
＝
３
７
３
７
万
円

中
小
企
業
緊
急
雇
用
安
定
助
成

金
を
支
給
（
１
５
０
０
万
円
）

消
費
促
進
対
策

商
業
振
興
対
策
事
業
（
再
掲
）
＝

７
５
１
６
万
円

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事

業
へ
の
補
助（
３
８
０
０
万
円
）

都
市
基
盤
の
整
備

鉄
道
連
続
立
体
交
差
事
業
（
Ｊ
Ｒ

東
日
本
関
連
・
東
武
鉄
道
関
連
）

＝
７
億
１
４
４
６
万
円

合
併
特
例
事
業
と
し
て
東
武
鉄

道
関
連
を
実
施
（
４
億
３
９
８

０
万
円
）

駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業
（
第

一
・
第
二
）
＝
７
億
１
６
０
０
万

円東
毛
広
域
幹
線
道
路
（
境
保
泉
ほ

か
）【
合
併
特
例
事
業
】
＝
５
億

７
１
５
１
万
円

北
部
環
状
線
道
路
（
日
乃
出
町
）

【
合
併
特
例
事
業
】
＝
３
６
０
０

万
円

都
市
計
画
道
路
（
駅
北
工
区
・
寿

町
地
内
ほ
か
）
＝
９
４
４
５
万
円

都
市
計
画
道
路
（
平
和
町
工
区
）

＝
３
８
３
０
万
円

名
和
幹
線
道
路（
中
町
地
内
ほ
か
）

【
合
併
特
例
事
業
】
＝
１
億
３
６

１
０
万
円

外
環
状
道
路
（
境
東
新
井
地
内
）

【
合
併
特
例
事
業
】
＝
４
４
４
０

万
円

市
道
１
１
２
号
線
（
西
久
保
町
地

内
）【
合
併
特
例
事
業
】
＝
２
４

２
０
万
円

市
道
１
級
15
号
線（
境
米
岡
地
内
）

【
合
併
特
例
事
業
】
＝
２
５
０
０

万
円

市
道
２
級
24
号
線
（
境
伊
与
久
地

内
）【
合
併
特
例
事
業
】
＝
５
０

０
０
万
円

公
園
整
備
事
業
（
華
蔵
寺
公
園
ほ

か
）【
合
併
特
例
事
業
】
＝
３
３

１
６
万
円

2
福
祉
・
地
域
医
療
の
充
実

少
子
高
齢
化
対
策
の
充
実

児
童
手
当
・
子
ど
も
手
当
給
付
事

業
＝
51
億
３
６
０
１
万
円

拡
子
ど
も
手
当
の
支
給
額
を
０

歳
か
ら
３
歳
未
満
の
子
ど
も
１

人
に
つ
き
月
２
万
円
へ
増
額

民
間
保
育
所
対
策
事
業
＝
42
億
１

６
４
６
万
円

拡
民
間
保
育
所
の
定
員
を
２
４

０
人
増
員

民
間
保
育
所
施
設
整
備
事
業
＝
１

億
２
２
５
５
万
円

新
大
光
寺
保
育
園
な
ど
の
園
舎

改
修

認
可
外
保
育
施
設
支
援
事
業
＝
８

９
３
万
円

県
認
定
施
設
の
保
育
士
配
置
や

児
童
の
健
康
診
断
実
施
を
支
援

地
域
医
療
の
充
実

感
染
症
予
防
事
業
＝
５
億
２
０
０

７
万
円

新
子
宮
頸
が
ん
・
ヒ
ブ
（
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
）・
小
児

用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の
実
施

（
３
億
１
８
０
万
円
）

介
護
保
険
対
策
事
業
＝
１
９
５
０

万
円新

末
期
が
ん
患
者
の
在
宅
介
護

に
対
し
家
族
へ
在
宅
緩
和
ケ
ア

助
成
金
を
支
給（
３
０
０
万
円
）

市
民
病
院
事
業（
病
院
事
業
会
計
）

地
域
医
療
連
携
を
推
進
し
、
中

核
を
担
う
病
院
と
し
て
、
良
質

な
医
療
を
提
供

3
安
心
、
安
全
な
ま
ち
に

安
心
し
て
安
全
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

防
犯
対
策
事
業
＝
８
４
７
４
万
円

拡
防
犯
カ
メ
ラ
内
蔵
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防

犯
灯
を
新
た
に
20
基
設
置
（
４

９
７
万
円
）

地
域
防
災
事
業
＝
１
億
１
５
５
６

万
円新

合
併
特
例
事
業
と
し
て
防
災

行
政
無
線
（
移
動
系
）
を
整
備

（
１
億
円
）

市
民
活
動
推
進
事
業
＝
２
８
６
万

円
新
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
協
働
ま
ち
づ

く
り
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
に
情
報
交
流
の
場
を
提
供

（
79
万
円
）

民
間
保
育
所
対
策
事
業
（
再
掲
）

＝
42
億
１
６
４
６
万
円

新
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
対
外
式
除
細

動
器
）
を
私
立
保
育
園
22
施
設

に
設
置
（
７
４
８
万
円
）

保
健
事
業
＝
９
３
０
０
万
円

新
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
対
外
式
除
細

動
器
）
を
私
立
幼
稚
園
５
施
設

に
設
置
（
１
７
０
万
円
）

環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

環
境
対
策
事
業
＝
５
１
９
３
万
円

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
費
補
助
金
を
支
給
（
２
０

０
０
万
円
）

廃
焼
却
炉
解
体
お
よ
び
廃
棄
物
処

理
施
設
整
備
事
業
＝
１
３
４
４
万

円
新
境
清
掃
セ
ン
タ
ー
・
あ
ず
ま

ダ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
の
施
設
解
体

の
た
め
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
調

査
・
解
体
計
画
な
ど
作
成

4
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
振
興

教
育
環
境
の
整
備
と
心
を

は
ぐ
く
む
教
育
の
充
実

小
・
中
学
校
・
幼
稚
園
耐
震
補
強

事
業
＝
２
８
２
９
万
円

小
・
中
学
校
・
幼
稚
園
の
耐
震

設
計
・
耐
力
度
調
査
な
ど

宮
郷
小
学
校
プ
ー
ル
改
築
事
業
＝

１
億
２
０
０
０
万
円

新
既
存
プ
ー
ル
の
解
体
お
よ
び

改
築
工
事

赤
堀
南
小
学
校
校
舎
増
築
事
業【
合

併
特
例
事
業
】
＝
１
億
７
４
７
０

万
円新

教
室
不
足
に
対
応
す
る
た
め

の
校
舎
増
築
工
事

境
北
中
学
校
体
育
館
耐
震
補
強
事

業
【
合
併
特
例
事
業
】
＝
１
億
１

５
０
５
万
円

新
耐
震
診
断
の
結
果
を
受
け
、

既
存
体
育
館
を
改
修

宮
郷
中
学
校
整
備
事
業
【
合
併
特

例
事
業
】
＝
５
億
６
２
０
１
万
円

新
教
室
不
足
に
対
応
す
る
た
め

の
校
舎
等
増
築
工
事
お
よ
び
グ

ラ
ウ
ン
ド
用
地
の
購
入

赤
堀
中
学
校
整
備
事
業
【
合
併
特

例
事
業
】
＝
６
億
２
０
９
４
万
円

新
移
転
新
築
す
る
た
め
の
学
校

用
地
の
購
入

特
別
支
援
学
校
教
育
振
興
事
業
＝

１
５
２
万
円

拡
特
別
支
援
学
校
児
童
生
徒
就

学
援
助
費
（
児
童
生
徒
１
人
に

つ
き
年
額
３
万
６
０
０
０
円
へ

増
額
）

中
等
教
育
学
校
管
理
運
営
事
業
＝

８
７
７
万
円

新
姉
妹
都
市
で
あ
る
ス
プ
リ
ン

グ
フ
ィ
ー
ル
ド
市
（
米
国
）
に

あ
る
ミ
ズ
ー
リ
州
立
大
学
と
の

連
携
に
よ
り
海
外
語
学
研
修
を

実
施

体
育
施
設
整
備
事
業
＝
２
億
８
１

０
０
万
円

新
市
庭
球
場
お
よ
び
市
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
場
の
コ
ー
ト
・
ス
タ
ン

ド
等
改
修
工
事
（
２
億
５
０
０

０
万
円
）

5
行
財
政
改
革
の
推
進

行
財
政
の
徹
底
し
た
見
直
し

市
民
病
院
経
営
検
討
審
議
会
の
開

催
第
三
者
に
よ
る
病
院
事
業
の
経

営
状
況
の
改
善
、
経
営
管
理
体

制
の
見
直
し
お
よ
び
経
営
の
健

全
化
を
図
る

補
助
金
等
検
討
審
議
会
の
開
催

第
三
者
に
よ
る
補
助
金
・
交
付

金
な
ど
に
つ
い
て
検
討
審
議

指
定
管
理
者
制
度
（
公
共
施
設
の

管
理
運
営
委
託
）
の
推
進

拡
新
た
に
福
祉
作
業
所
１
施
設

を
指
定
管
理
者
へ
委
託

公
立
保
育
所
の
民
営
化

拡
あ
ず
ま
保
育
園
（
旧
あ
ず
ま

保
育
所
）

定
員
適
正
化
計
画
に
基
づ
く
職
員

の
削
減

平
成
22
年
度
か
ら
平
成
26
年
度

ま
で
に
95
人
を
削
減

平成 23 年度　一般会計当初予算

当
初
予
算
の
主
な
事
業

平
成
23
年
度

　

本
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
等
の
主
な
事
業
の
概
要
と
予
算
額

を
、
五
つ
の
重
点
政
策
に
沿
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

　

※
新
＝
新
規
の
事
業
・
拡
＝
拡
充
す
る
事
業

行財政改革の推進 教育・スポーツ・文化の振興 安心・安全なま ちに 福祉・地域医療の充実 地域経済の活性化

▲第三者により経営状況の改善を図る ▲心をはぐくむ教育の充実 ▲防犯カメラ内蔵LED防犯灯 ▲保育所の定員を増やす ▲新しい伊勢崎駅

市民病院
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